
神奈川県社会的養育推進計画の改定に向けた体制・スケジュール 

 

１ 検討体制 

県社会的養育推進計画は、令和２年度～令和11年度までの10年間の計画期間

のうち、令和２年度～令和６年度までを前期、令和７年度～令和11年度までを

後期とし、前期末に進捗状況を検証のうえ、後期計画を見直すこととしていま

す。 

また、計画改定に当たっては、令和４年度の児童福祉法改正（令和６年度施

行）に係る事項を反映します。 

児童福祉審議会の施設里親部会・権利擁護部会の合同部会により、計画改定

に向けた検討を行いますが、課題が多岐に渡り、すべての課題を上記合同部会

で検討することは難しいため、権利擁護、施設里親、自立支援の分野別のワー

キンググループ（ＷＧ）を設置し、より具体的な検討を行う場とします。 

 

２ 検討項目 

検討項目（国資料による） 

ワーキンググループ 
権
利
擁
護 

施
設
里
親 

自
立
支
援 

⑴都道府県における社会的養育の体制整備の基本的考え方及び

全体像 
○ ○ ○ 

⑵当事者であるこどもの権利擁護の取組（意見聴取・意見表明等

支援等） 
○   

⑶市区町村のこども家庭支援体制の構築等に向けた都道府県の

取組 
 ○  

⑷支援を必要とする妊産婦等の支援に向けた取組    

⑸一時保護改革に向けた取組 ○ ○  

⑹各年度における代替養育を必要とするこども数の見込み  ○  

⑺代替養育されているこどものパーマネンシー保障に向けた取

組 
 ○  

⑻里親等への委託の推進に向けた取組  ○  

⑼施設の小規模かつ地域分散化、高機能化及び多機能化・機能転

換に向けた取組 
 ○  

⑽社会的養護自立支援の推進に向けた取組  ○ ○ 

⑾児童相談所の強化等に向けた取組 ○ ○ ○ 

⑿障害児入所施設における支援    

⒀留意事項    

※新規項目である⑷、⑿については、庁内他所属と調整しながら検討 
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３ スケジュール 

令和５年度 

１月    ＷＧ   第１回 現状の把握と課題の抽出 

（1/16：自立支援、1/22：権利擁護、1/29：施設里親） 

２月６日  合同部会 第１回 現状と課題を踏まえた方向性の検討 

２月    ＷＧ   第２回 方向性に基づく具体的な取組案の検討 

（2/28：自立支援、2/29：権利擁護、2/29：施設里親） 

３月14日  合同部会 第２回 具体的な取組案についての議論 

 

令和６年度 

５～６月頃 ＷＧ   第３回 評価指標、整備目標、需要・供給量の検討 

７月頃   合同部会 第３回 骨子案について 

10月頃   合同部会 第４回 素案について 

１～２月頃 合同部会 第５回 改定案について 

 

※ 国策定要領は令和５年中の発出予定でしたが、現時点では年度内発出の見

込み。 
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